
　市民議論を通じて、市民の皆さんの「存続させ
るべき」との強い思いが伝わり、また、存続するた
めの課題についても、解決に向けた方向性が見え
てきたからです。�
　さらに、路面電車は、エネルギー効率がよく、街
中で排ガスを出さない乗り物であり、札幌の「顔」
として都心を活性化できる可能性を持っているこ
とから、一定の税金の投入を行い存続させるとい
う決断をしました。�
　今後は、路面電車を都心全体のまちづくりに積
極的に生かせるよう、市民だけでなく観光客など
も利用しやすい路線の在り方や低床車両の導入な
どの課題について、具体的に検討を進めます。�
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■現状路線での１日当たり利用者数�
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●市民の存続の意向が強い�

●人や環境に優しい�

●都心のまちづくりに生かせる�

●税金の投入は必要だが、�
　民間活力の導入により、�
　収支改善の可能性が見込める�

存続のポイント�

乗客の減少により経営が悪化し、�
車両や施設の老朽化も進んだことから、�

平成１３年度から存続するのか廃止するのかを�
検討していた札幌の路面電車。�

このたび、総合的に判断し、存続することを決断しました。�
今回は、存続に至った経緯とともに、�
今後の検討課題を紹介します。�
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